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第４章 県（健康増進課）、保健所、市町村における住民への栄養・食生活支援活動 

 

災害時の被災住民支援は、市町村が第一線となるが、災害時における栄養・食生活支援活動が、早急かつ円滑に進められるためには、平常時からの体制を

整備すること、災害時における活動内容を明確にしておくことが必要である。 

ここでは、住民への栄養・食生活支援活動について、平常時と災害時に分けて、さらに「県（健康増進課）」、「保健所」、「市町村」の活動内容が同時

に把握できるよう一覧表とした。表中に記してある活用が予測される様式については、巻末資料を参照すること。 

 

1. 平常時の対策 

 県（健康増進課） 保健所 市町村 

体

制

整

備 

1. 現況把握と 

栄養・食生活支援体制の整備 

様式 1-1 

（1）山梨県地域防災計画および第二次やなまし

防災アクションプラン、山梨県大規模災害時医

療救護マニュアルにおける被災者の栄養確保の

ための活動内容、栄養・食生活支援に携わる担

当者の役割を明確にする。 

（2）地域連携体制を整備する。 

 関係組織や関係機関との連絡調整およ

び会議の開催 

 在宅栄養士への協力要請についての検

討（栄養士会との連携） 

 相談窓口の明確化 

（3）健康危機管理能力の向上に向けた体制を整

備する。 

 情報提供 

 研修会の開催 

（4）各種帳票類の整備と定期的な見直しを行う。 

 

 

1. 現況把握と 

栄養・食生活支援体制の整備 

様式 1-2 提示資料 2-1~14 

（1）山梨県地域防災計画および第二次やなまし

防災アクションプラン、山梨県大規模災害時

医療救護マニュアルにおける被災者の栄養確

保のための活動内容、栄養・食生活支援に携

わる担当者の役割を明確にする。 

（2）管内の地域連携体制を整備する。（関係部

署・市町村栄養士・栄養士会・調理師会・

教育委員会、・食生活改善推進員会等） 

 市町村防災担当者・栄養士・保健師等

を対象とした研修会および合同会議の

開催 

 在宅栄養士への協力要請についての検

討 

 相談窓口の明確化 

（3）市町村と連携し、災害時、避難所等で掲

示・配布できるチラシを作成し、普及・啓

発を行う。 

 水分補給 

1. 現況把握と 

栄養・食生活支援体制の整備 

様式 1-3 提示資料 2-1~14 

（1）市町村防災計画において、被災者の栄養確保

のための活動内容、栄養・食生活支援に携わる

担当者の役割を明確にする。 

（2）連携体制を確認する。（関係部署、食生活改善

推進員会等） 

 関係部署との検討会および合同会議の開

催 

 食生活改善推進員会等への研修会の開催 

（3）災害時、避難所等で掲示・配布できるチラ

シを作成し、普及・啓発を行う。 

 水分補給 

 便秘予防 

 食中毒予防等 

 非常時の食生活 

 食物アレルギーの注意 

 栄養相談等 

 

 



4-2 

 

 県（健康増進課） 保健所 市町村 

 

 

 

 

 

 

 

2. 食料供給体制の把握と整備   

様式 1-1 様式 1-6 

（1）備蓄、食料供給体制等について、関係部署と

協議し、適宜見直しを行う。 

 食料・調理器具・調理消耗品等の内容およ

び備蓄量 

 要援護者用食品の内容および備蓄量 

 備蓄食料等の保管場所 

 備蓄食料および支援物資の一時保管から

市町村への分配手順および、分配調整 

 備蓄食料の計画的運用。また計画的運用に

ついての情報提供および指導 

（2）要援護者用食品を提供できる施設や食品

メーカー等の情報を把握し情報提供を行う。 

 

 

 

3. マニュアル見直し 

（1）1年に1度以上マニュアルの検討会を開催し、

必要に応じ、内容の訂正を行う。 

 便秘予防 

 食中毒予防等 

 非常時の食生活 

 食物アレルギーの注意 

 栄養相談等 

 

 

2. 食料供給体制の把握と整備 

様式 1-2 様式 1-6 

（1）備蓄、食料供給体制等について管内市町

村、関係団体等の状況を把握する。 

 食料・調理器具・調理消耗品等の内容お

よび備蓄量 

 要援護者用食品の内容および備蓄量 

 備蓄食料等の保管場所 

 備蓄食料および支援物資の一時保管から

分配手順および分配調整 

 備蓄食料の計画的運用についての情報提

供および指導 

（2）要援護者用食品を提供できる施設や食品

メーカー等の情報を把握し情報提供を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 食料供給体制の把握と整備 

様式 1-3 様式 1-6 

（1）備蓄、食料供給体制等について関係部署と協

議、および適宜見直しを行う。 

 食料・調理器具・調理消耗品等の内容およ

び備蓄量 

 要援護者用食品の内容および備蓄量 

 備蓄食料等の保管場所 

 備蓄食料および支援物資の一時保管から

避難所への分配手順および、分配調整 

 備蓄食料の計画的運用 

（2）企業や団体、他の自治体との食料供給体制に

ついての協定内容を把握しておく。 

（3）要援護者用食品を提供できる施設や食品メ

ーカー等の情報を保健所と共有する。 

 

 

3. 炊き出し体制の整備 

様式 1-5 様式 1-6  

（1）炊き出し可能（指定）施設担当部署と連携し

体制を検討する。 

 炊き出し施設の状況把握 

（2）さまざま状況下での実施を想定し、防災担当
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 県（健康増進課） 保健所 市町村 

と連携し体制を検討する。 

 市町村主体で実施 

 自衛隊に要請し実施 

 ボランティアの受け入れにより実施 

（3）緊急時に対応できる業者を把握しておく。 

（4）炊き出し用標準献立を作成する。 

住

民 

1. 県民への普及啓発 

様式 1-7 様式 1-8 提示資料 1-1~5 

（1）広報、ホームページ、リーフレット等を用い、

備蓄食料等について周知を徹底する。 

 

1. 県民への普及啓発 

様式 1-7 様式 1-8 提示資料 1-1~5 

（1）広報、ホームページ、リーフレット等を用

い、備蓄食料等について周知を徹底する。 

1. 住民への普及啓発 

様式 1-7 様式 1-8 提示資料 1-1~5 

（1）広報、ホームページ、リーフレット等を用

い、備蓄食料等について周知を徹底する。 

（2）炊き出し、食料供給等の訓練を実施する。 

（3）普段の保健活動を通じて、災害時に栄養・食

生活面で緊急性を要する支援が必要な人（食物

アレルギー、嚥下困難者など）についての注意

点等を啓発する。 

災
害
時
要
援
護
者
（
災
害
弱
者
） 

1. 要援護者の把握 

（1）関係部署・担当者と連携し、台帳記載の要援

護者のうち栄養・食生活面で支援が必要な人に

ついて把握する。 

 避難場所 

 必要な食支援内容 

 

1. 要援護者の把握と普及啓発 

（1）関係部署・担当者と連携し、台帳記載の要援

護者のうち栄養・食生活面で支援が必要な人

について把握し、支援体制を整備する。 

 避難場所 

 必要な食支援内容 

 家庭内備蓄の推進等 

1. 要援護者の把握と普及啓発 

提示資料 1-1~5 

（1）関係部署・担当者と連携し、台帳記載の要援

護者のうち栄養・食生活面で支援が必要な人に

ついて把握し、支援体制を整備する。 

 避難場所 

 必要な食支援内容 

 家庭内備蓄の推進等 

 避難所避難時における注意点 
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2. 災害時の対策 

（1）フェイズごとに想定される栄養・食生活支援の課題 

 期間・対策 新たに生じると想定される課題 

フェイズ 0 災害から２４時間以内 

 初期体制の確立 

情報収集困難 

被災者増大、ライフラインの寸断  

食料および水不足 → 備蓄食料および水の配布、要援護者用備蓄食料の配布 

炊き出し実施（食料、水、食器、器具等の配布および調整、人材の確保） 

避難者のうち、栄養・食生活面で支援が必要な人の受け入れ時の混乱（食物アレルギー、嚥下困難者など緊急を要す

る者等） 

フェイズ 1 災害から７２時間以内 

 緊急対策 

避難者の増加 → 避難所収容可能人数の把握 

食料不足 →備蓄食料の配布・ 支援物資の整理及び配分（物資の過不足の把握及び調整、分配混乱の防止） 

トイレ不足の状況下による飲水制限から生じる脱水 

衛生管理不適切（食器等の不足、ゴミ等の処理、食中毒の発生） 

フェイズ 2 ４日－１か月 

 応急対策 

支援物資の増加により在庫管理が困難 

衛生管理不適切（調理従事者・配食者の衛生管理の不徹底、食器等の不足、ゴミ等の不適切な処理）による 

食中毒・感染症の発生 

避難所による供給の格差、在宅避難者の食料不足 

要援護者の食料不足 （ 乳幼児粉ミルク、離乳食、高齢者用食品等） 

栄養バランスの悪化、便秘者の増加、食欲不振（糖質に偏った食事、たんぱく質・ビタミン・ミネラル不足、献立の

マンネリ化、菓子類摂取増加、食塩摂取量増加） 

温かい食事へのニーズが高まる 

慢性疲労、体調不良者の増加 

要援護者への個別対応の必要性の増加 

慢性疾患者への個別対応の必要性の増加 

運動不足 

フェイズ 3 

 

1か月以降   

復旧・復興対策 

仮説住宅入居以降 

慢性疾患者の増加及び悪化 

運動不足等による肥満者の増加 

救援物資の過剰 

食環境変化への戸惑い、仮設住宅での調理設備が不十分、調理意欲の減退、飲酒の増加等 

→ 栄養講座、訪問栄養指導等の必要性増加 
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（2）フェイズごとの栄養・食生活支援活動 

  県（健康増進課） 保健所 市町村 

フ

ェ

イ

ズ

0 

 

 

 

一

般

住

民 

 

1. 状況把握と情報整理 

（1）山梨県防災対策本部または保健所より情報

の入手 

 被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災状況 

（2）関係部署・担当者との情報共有 

 

 

 

 

 

 

 

2. 栄養・食生活支援体制整備 

（1）県内の体制整備支援 

 

1. 状況把握と情報整理及び県への報告 

（1）関係部署より情報の入手 

 市町村ごとの被災者 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 栄養・食生活支援体制整備 

（1）市町村の体制整備支援 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-2 様式 2-3 

（1）関係部署を通じての状況把握 

 被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災状況 

 食料・水供給源の被災状況（備蓄品保管

場所、スーパー、コンビニエンスストア

等） 

（2）市町村災害対策本部内での情報共有(市町村

防災対策本部より地域県民センター（地方連

絡本部）への報告内容の把握) 

 

2. 栄養・食生活支援体制整備 

（1）関係部署と連携して支援体制を整備 

 

3. 炊き出し等食支援の実施 

様式 2-7 様式 2-8 様式 2-9 

（1）関係部署・担当者と連携し、支援を実施 

 炊き出しスタッフの把握と人数調整 

 炊き出しスタッフへの衛生管理指導 

一

般

住

民 

   備蓄食料の配布および調整 

 食器・器具・衛生用品等の配分調整 

 参考献立の提供 

 炊き出し実施支援 
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  県（健康増進課） 保健所 市町村 

要

援

護

者 

 

1. 状況把握と支援 

（1）担当部署・担当者との情報共有 

（2）台帳記載の要援護者のうち栄養・食生活面で支

援が必要な人についての状況把握 

（3）要援護者用食品の入手手配調整 

1. 状況把握と支援 

（1）市町村および関係部署・担当者との情報共

有 

（2）台帳記載の要援護者のうち栄養・食生活面

で支援が必要な人についての状況把握 

（3）要援護者用食品の入手手配調整 

1. 状況把握と支援 

様式 2-2 様式 2-3 様式 2-5 様式 2-6 

（1）保健所および関係部署・担当者との情報共

有 

（2）台帳記載の要援護者のうち栄養・食生活面で

支援が必要な人についての状況把握 

（3）受付名簿、住民への呼びかけ等により栄

養・食生活面で緊急性を要する支援が必要な

人（食物アレルギー、嚥下困難者など）につ

いての情報収集 

（4）要援護者用備蓄食品の配布調整 

（5）要援護者用食品の入手要請 

フ

ェ

イ

ズ

1 

一

般

住

民 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-3 様式 2-4 

（1）山梨県防災対策本部または保健所より情報

の入手 

 被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災・復旧状況 

 被災者の栄養・食生活状況 

（2）関係部署・担当者と情報共有 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-3 様式 2-4 

（1）地域県民センター（地方連絡本部）より情

報の入手 

 市町村ごとの被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災・復旧状況 

 被災者の栄養・食生活状況 

（2）県健康増進課と情報共有 

 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-3 様式 2-4 

（1）関係部署を通じての状況把握 

 被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災・復旧状況 

 食料・水供給源の供給・復旧状況 

 被災者の栄養・食生活状況 

（2）市町村災害対策本部内での情報共有(市町村

防災対策本部より地域県民センター（地方連

絡本部）への報告内容の把握) 
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  県（健康増進課） 保健所 市町村 

フ

ェ

イ

ズ

1 

一

般

住

民 

2. 栄養・食生活支援体制整備と支援の実施 

様式 2-1 

（1）保健所（巡回健康相談チーム）からの情報を

把握 

 要望等のとりまとめ 

（2）栄養士等の派遣要請 

 他自治体 

 ＪＤＡ－ＤＡＴ   等 

 

2. 栄養・食生活支援体制整備と支援の実施 

様式 2-1 

（1）栄養・食生活支援の必要性と実施内容の検

討 

（2）巡回健康相談チームによる支援 

 派遣された栄養士等の活動調整 

（他自治体及びＪＤＡ－ＤＡＴ） 

 避難所の食事提供状況把握 

 避難者への栄養相談の実施 

 食品衛生に関する助言 

 支援物資の把握や分配調整等 

（3）市町村の炊き出しへの支援 

 参考献立の提供 

 衛生管理指導 など 

2. 栄養・食生活支援体制整備と支援の実施 

（1）：様式 2-1  

（2）：様式 2-7 様式 2-8 様式 2-9 

（3）： 様式 2-11 様式 2-12 提示資料 2-1~14  

（1）栄養・食生活支援を実施する人材の確保 

 保健所への栄養士等人材派遣要請 

 派遣された栄養士等の活動調整 

（2）関係部署・保健所と連携し、炊き出し支援

等を実施 

 炊き出しスタッフの把握と人数調整 

 炊き出しスタッフへの衛生管理指導 

 備蓄食料の配布および調整 

 食器・器具・衛生用品等の配分 

 参考献立の提供 

 自衛隊の炊き出しが実施される場合、献

立変更、提供量変更等の支援 

 炊き出し実施支援 

（3）保健所と連携し、栄養管理支援を実施 

 栄養管理、栄養相談に必要なチラシの 

配布 

 被災者の体調管理支援 

 栄養相談の実施 

 

3. 支援物資の把握と分配調整 

様式 2-4 様式 2-5 様式 2-6 

（1）関係部署と連携をとり、円滑な食支援実施

のための連絡調整 



4-8 

 

  県（健康増進課） 保健所 市町村 

    避難所名簿、住民への呼びかけ等を通じ

て不足する食料の把握 

 支援物資の状況確認および分配調整 

 不足食料の調達調整 

要

援

護

者 

1. 状況把握と支援 

（1）関係部署・担当者・保健所（巡回健康相談チ

ーム）と連携し、要援護者のうち栄養・食生活

面で支援が必要な人についての支援調整 

 被災状況等の確認 

 要援護者用食品の入手手配調整 

（2）医療救護対策本部との情報共有 

 

1. 状況把握と支援 

（1）関係部署・担当者・巡回健康相談チームと

連携し、要援護者のうち栄養・食生活面で支

援が必要な人についての支援を実施 

 被災状況等の確認 

 要援護者用食品の入手手配調整 

（2）市町村との情報共有 

（3）県健康増進課と情報共有 

 

1. 状況把握と支援 

様式 2-2 様式 2-3 様式 2-4 様式 2-5 

様式 2-6 様式 2-11 様式 2-12 

（1）関係部署・担当者・保健所と連携し、要援

護者のうち栄養・食生活面で支援が必要な人

についての支援を実施 

 避難所名簿、被災住民状況把握表等を

通じて必要とする食支援の把握 

 要援護者用備蓄食品および支援物資の

確保および配布 

 代替食の提供 

 要援護者用食品の入手要請 

 栄養相談の実施 

 

フ

ェ

イ

ズ

2 

一

般

住

民 

 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-3 様式 2-4 

（1）山梨県防災対策本部または保健所からの情

報の集約 

 被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災・復旧状況 

 被災者の栄養・食生活状況 

（2）関係部署・担当者と情報共有 

 

 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-3 様式 2-4 様式 2-10  

（1）地域県民センター（地方連絡本部）より情

報の入手 

 市町村ごとの被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災・復旧状況 

（2）関係部署・担当者と連携し、情報把握 

 食事状況調査の実施支援 

（3）市町村との情報共有 

（4）県健康増進課と情報共有 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-3 様式 2-4 様式 2-10 

（1）関係部署を通じての状況把握 

 被災者数 

 避難所の状況 

 ライフラインの被災・復旧状況 

 食料・水供給源の供給・復旧状況 

（2）関係部署・担当者・保健所と連携し、情報

把握 

 食事状況調査の実施 

（3）市町村災害対策本部内での情報共有(市町村

防災対策本部より地域県民センター（地方連
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2. 栄養・食生活支援の実施 

様式 2-1  

（1）関係部署・担当者・保健所（巡回健康相談チ

ーム）からの情報の把握 

 要望等のとりまとめ 

（2）栄養士等の派遣要請 

 他自治体 

 ＪＤＡ－ＤＡＴ  等 

 

 

 

3. 栄養・食生活支援関係団体 

連絡調整会議の開催 

 

4. 被災者等栄養・食生活支援に関する検討 

（1）予算化の検討 

（2）栄養対策の施策化の検討 

 

 

2. 栄養・食生活支援の実施 

様式 2-1 様式 2-11 様式 2-12 

（1）関係部署・担当者・巡回健康相談チームと

連携し、支援を実施 

 派遣された栄養士等の活動調整 

 栄養相談の実施支援 

（2）市町村の炊き出しへの支援 

 参考献立の提供 

 衛生管理指導  等 

 

3. 仮設住宅移行に伴う食生活支援 

（1）市町村と連携して支援 

 

4. 被災者等栄養・食生活支援に関する検討 

（1） 保健所・市町村における栄養・食生活支援

活動の整理及び課題の抽出 

（2） 県健康増進課との情報共有 

 

 

絡本部）への報告内容の把握) 

（4）保健所と情報共有 

 

2. 栄養・食生活支援の実施 

（1）：様式 2-1  

（2）：様式 2-7 様式 2-8 様式 2-9 

（3）： 様式 2-11 様式 2-12 提示資料 2-1~14 

（1）栄養・食生活支援を実施する人材の確保 

 保健所への栄養士等人材派遣要請 

 派遣された栄養士等の活動調整 

（2）関係部署・保健所と連携し炊き出し支援等

を実施 

 炊き出しスタッフの把握と人数調整 

 炊き出しスタッフへの衛生管理指導 

 支援物資を利用した献立提供 

 食器・衛生用品等の配分 

 自衛隊の炊き出しが実施される場合、献

立変更、提供量変更等の支援 

 炊き出し実施支援 

（3）保健所と連携し、栄養管理支援を実施 

 栄養管理、栄養相談に必要なチラシの 

配布 

 被災者の体調管理支援 

 栄養相談の実施 

 

3. 支援物資の把握と分配調整 

様式 2-4 様式 2-5 様式 2-6 

（1）関係部署と連携をとり、円滑な食支援実施

のための連絡調整 

 食事状況調査・住民への呼びかけ等を
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通じて不足する食料の把握 

 支援物資の状況確認および分配調整 

 不足食料の調達調整 

 

4. 仮設住宅移行および自宅帰還に伴う支援 

様式 2-11 様式 2-12 

（1）関係部署・担当者と連携をとり、適切な食

支援を実施 

 食生活自立に向けた支援（栄養講座、調

理実習） 

 栄養相談の実施 

要

援

護

者 

1. 状況把握と支援 

（1）関係部署・担当者・保健所（巡回健康相談チ

ーム）と連携し、要援護者のうち栄養・食生活

面で支援が必要な人についての支援調整 

 栄養・食生活状況等の把握 

 要援護者用食品の入手手配調整 

（2）医療救護対策本部との情報共有 

 

 

1. 状況把握と支援 

 

（1）関係部署・担当者・巡回健康相談チームと

連携し、要援護者のうち栄養・食生活面で支

援が必要な人についての支援を実施 

 栄養・食生活状況等の把握 

 要援護者用食品の分配支援 

（2）市町村との情報共有 

（3）県健康増進課と情報共有 

1. 状況把握と支援 

 様式 2-3 様式 2-4 様式 2-5 様式 2-6 

 様式 2-11 様式 2-12 

（1）関係部署・担当者・保健所と連携し、要援

護者のうち栄養・食生活面で支援が必要な人

についての支援を実施 

 被災住民状況把握表等を通じて必要と

する食支援の把握 

 要援護者用食品の配布調整 

 代替食の提供 

 要援護者用食品の入手要請 

 栄養相談の実施 

 保健所と情報共有 
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フ

ェ

イ

ズ

3 

一

般

住

民 

 

1. 状況把握と情報整理 

 様式 2-10 

（1）県防災対策本部または保健所より情報の入

手 

 被災者の栄養・食生活状況調査の支援、

集約および分析 

（2）関係部署・担当者と情報共有 

 

 

 

 

2. 災害時対策の検証 

 

（1）災害時の連絡体制等について、保健所、関係

団体等と協議 

（2）災害時活動状況の分析 

（3）災害時マニュアルや活動の見直し 

（4）保健所、関係団体等との情報交換 

 

 

 

3. 栄養・食生活支援関係団体 

連絡調整会議の開催 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-10 様式 2-11 様式 2-12 

（1）関係部署・担当者と連携し状況把握および情

報集約 

 避難所単位および個人単位での栄養・

食生活状況 

（2）市町村との情報の共有 

（3）県健康増進課と情報共有 

 

 

 

2. 栄養・食生活支援の実施 

様式 2-1 様式 2-11 様式 2-12 

（1）関係部署・担当者・巡回健康相談チームと

連携し、支援を実施 

 派遣された栄養士等の活動調整 

 市町村への派遣 

 栄養相談の実施支援 

 栄養講座実施支援 

 

3. 災害時対策の検証 

（1）災害時の連絡体制等について、市町村、関

係団体等と協議 

（2）災害時活動状況の集約 

（3）災害時マニュアルや活動の見直し 

（4）市町村、関係団体等との情報交換 

 

 

1. 状況把握と情報整理 

様式 2-10 様式 2-11 様式 2-12 

（1）関係部署・担当者・保健所と連携し状況把握 

 避難所単位および個人単位での栄養・

食生活状況 

（2）市町村災害対策本部内での情報共有（市町村

防災対策本部より地域県民センター（地方連

絡本部）への報告内容の把握） 

（3）保健所と情報共有 

 

 

2. 栄養・食生活支援の実施 

（1）：様式 2-1  

（2）：様式 2-7 様式 2-8 様式 2-9 

（3）： 様式 2-11 様式 2-12 提示資料 2-1~14 

（1）栄養・食生活支援を実施する人材の確保 

 保健所への栄養士等人材派遣要請 

 派遣された栄養士等の活動調整 

（2）関係部署・保健所と連携し炊き出し支援等

を実施 

 炊き出しスタッフの把握と人数調整 

 炊き出しスタッフへの衛生管理指導 

 支援物資を利用した献立提供 

 食器・衛生用品等の配分 

 炊き出し実施支援 

（3）保健所と連携し、栄養管理支援を実施 

 栄養管理、栄養相談に必要なチラシの 

配布 

 栄養相談の実施 

 栄養講座の実施 
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3. 支援物資の把握と分配調整 

様式 2-4 様式 2-5 様式 2-6 

（1）関係部署と連携をとり、円滑な食支援実施

のための連絡調整 

 支援物資の状況確認および分配調整 

 食生活状況調査・住民への呼びかけ等

を通じて不足する食料の把握 

 不足食料の調達調整 

 

4. 災害時対策の検証 

（1）災害時の連絡体制等について、保健所、関

係団体等と協議 

（2）災害時活動状況の集約 

（3）災害時マニュアルや活動の見直し 

（4）保健所、関係団体等との情報交換 
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要

援

護

者 

1. 状況把握と支援 

（1）関係部署・担当者・保健所（巡回健康相談チ

ーム）と連携し、要援護者のうち栄養・食生活

面で支援が必要な人についての支援調整 

 栄養・食生活状況調査の支援、集約およ

び分析 

 要援護者用食品の入手手配調整 

（2）医療救護対策本部との情報共有 

 

 

1. 状況把握と支援  

（1）関係部署・担当者・巡回健康相談チームと

連携し、要援護者のうち栄養・食生活面で支

援が必要な人についての支援を実施 

 栄養・食生活状況調査の支援、集約 

 要援護者用食品の分配支援 

 個別栄養相談の実施 

（2）市町村との情報共有 

（3）県健康増進課と情報共有 

 

1. 状況把握と支援 

様式 2-11 様式 2-12 様式 2-6 

（1）関係部署・担当者・保健所と連携し、要援

護者のうち栄養・食生活面で支援が必要な人

についての支援を実施 

 個別栄養相談の実施 

 栄養相談等を通じて必要とする食支援

の把握 

 要援護者用食品の振り分け及び不足品な

どの連絡調整 

 食材入手などの情報提供 

 保健所と情報共有 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＜第４章に関連する基本的事項＞ 

・ 山梨県地域防災計画（本編）：【巻末資料 １法的枠組み ４山梨県の計画等（１）】 

 防災関係機関の処理すべき事務又は業務の大綱、防災組織の充実、災害時要援護者対策の推進、応急活動体制、災害関係情報等の受伝達 

 避難、救援対策－食料供給対策、生活必需物資救援対策 

・ 山梨県地域防災計画 （資料編Ⅰ）：【巻末資料 １法的枠組み ４山梨県の計画等（１）】 

 防災組織に関する資料－山梨県災害対策本部－被害情報収集・伝達マニュアル 

 救援関係資料－災害時食糧供給対策実施マニュアル、生活必需物資の調達に係る協定 

・ 山梨県地域防災計画（資料編Ⅱ）：【巻末資料 １法的枠組み ４山梨県の計画等（１）】 

 避難所等関係資料－食糧確保体制 

・ 第二次やまなし防災アクションプラン：【巻末資料 １法的枠組み ４山梨県の計画等（２）】 

・ 山梨県大規模災害時医療救護マニュアル：【巻末資料 １法的枠組み ４山梨県の計画等（３）】 

・ 山梨県学校防災指針 学校の防災対策編：【巻末資料 １法的枠組み ４山梨県の計画等（４）】 


